
《資料3-1参考①》
デジタル化資料の館外送信サービス拡大
・令和4年5月に個人向けのデジタル化資料送信サービスを開始

    図書館向けデジタル化資料送信サービス

視覚障害者等用データ送信サービス

平成26年1月開始

近代デジタルライブラリー（終了）

著作権保護期間が満了した3万3千点をインターネット公開

平成14年10月開始

    図書館向けデジタル化資料送信サービスの
サービス対象を海外へ拡大

平成31年4月開始

平成28年5月にサービスを終了し、

国立国会図書館デジタルコレクションに統合

インターネット公開資料＝62万点

図書館・個人送信対象資料＝205万点

図書館送信サービス参加館
・国内 1,457館
・海外 9館

視覚障害者等用データ送信サービス
・送信承認館 345館
・送信データ 251万点
 （公共図書館等からの提供データを含む）

個人送信利用規約同意者数
・約23万人
今後は海外居住者へのサービス拡大を検討

個人向けデジタル化資料送信サービス

令和4年5月開始

※国内居住者対象

現在の状況
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※ 2024年6月現在。概数のため、合計が合わない場合がある。
（参考）デジタル化資料の概要 https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html#overview
（参考）デジタル化資料提供状況 https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html#situation

《資料3-1参考②》
資料デジタル化の加速
・R3・4年度の補正予算等により約103万点をデジタル化（うち約58万点を送信）

資料種別
インターネット

公開資料
図書館・個人
送信対象資料

NDL館内
提供資料

合計 年代・概要

図書 37万点 104万点 65万点 206万点
明治期以降、1995年までに受け入れた図
書

雑誌 2万点 83万点 53万点 137万点
国内刊行雑誌のうち、劣化した雑誌や学術
雑誌等（刊行後5年以上経過したもの）

古典籍 8万点 2万点 0.3万点 10万点 貴重書・準貴重書、江戸期以前の和漢書等

博士論文 1万点 14万点 2万点 18万点 1987～2000年度に送付を受けた学位論文

録音・映像
関係資料

- - 1万点 1万点
カセットテープ、ソノシート、レーザー
ディスク、脚本、手稿譜等

その他 14万点 3万点 27万点 44万点
新聞、官報、憲政資料、プランゲ文庫、日
本占領関係資料、地図、歴史的音源等

合計 62万点 205万点 149万点 416万点

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html#overview
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/digitization/index.html#situation


• デジタル化済資料のうち約269万点を全文
テキスト化（古典籍資料等を除く）。

    （順次追加中）

✓「国立国会図書館デジタルコレクション」にお
いて、全文検索・スニペット表示に活用（令和4
年12月～）

✓「視覚障害者等用データ送信サービス」での視
覚障害者等への提供（令和5年3月～）

＊古典籍資料については、実験的な検索サービスである
「次世代デジタルライブラリー」で約8万点が全文検索可能
となっている。

《資料3-1参考③》
全文テキストデータの利活用促進



《資料3-1参考④》
新しい国立国会図書館サーチの公開

• ｢国立国会図書館オンライン｣と｢国立国会図書
館サーチ｣を統合した新しい「国立国会図書館
サーチ」を令和6年1月に公開。

• 調べ方案内等を掲載するリサーチ・ナビを統合
することで、ナビゲーション機能を充実。

調べ方の案内から個別の資料へ
リサーチ・ナビの各調べ方案内ページに掲載の資料情報
から国立国会図書館サーチの書誌情報画面へ

サービス統合による利用導線の改善
→ 様々な情報の発見可能性の向上

関連情報の表示の充実
国立国会図書館サーチに、リサーチ・ナビ等の
調べもの事例の検索結果を関連情報として表示、
リサーチ・ナビの調べ方案内ページへナビゲート

利用者の最終目的の達成
所在情報の確認（当館・全国）
インターネット資料の閲覧
利用・複写、購入、関連情報



• 2010年4月 公的機関のイ
ンターネット資料の制度収
集開始（国立国会図書館法
第25条の3）

• 2013年7月 民間の無償か
つDRM（技術的制限手
段）のないオンライン資料
の制度収集開始（国立国会
図書館法第25条の4）

• 2023年1月 民間の有償又
はDRMの付されたオンラ
イン資料（有償等オンライ
ン資料）の制度収集開始

《資料3-1参考⑤》
有償等オンライン資料の制度収集


	スライド 1
	スライド 2: 《資料3-1参考②》 資料デジタル化の加速 ・R3・4年度の補正予算等により約103万点をデジタル化（うち約58万点を送信）
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5: 《資料3-1参考⑤》 有償等オンライン資料の制度収集

